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八頭町総合教育会議（第２回） 会議録 

 

一．日   時   平成２７年１２月２４日（木）16：30～17:25 

二．場   所   船岡庁舎 庁議室 

三．出 席 者   田町長   

           谷本委員長 加藤委員 勝連委員 竹内委員  

薮田教育長  

  事 務 局   西尾総務課長、田村教育委員会事務局次長、細田社会教育課長 

  書   記   小谷主幹（総務課）、山﨑主任（学校教育課） 

 

四．議事日程    

１．開  会 

２．会議録署名委員の指名 

３．町長あいさつ 

４．協議事項 

①H２８当初予算の基本方針について 

②不登校・いじめ防止対策について 

③スクールバス車庫の設置条例について 

５．そ の 他 

６．閉 会 
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― 会会会会    議議議議    のののの    経経経経    過過過過    ――――    

    

１．開 会 16：30 （社会教育課長） 

 

２．会議録署名委員の指名（社会教育課長） 

  谷本教育委員長、加藤教育委員 

 

3．町長あいさつ（町長） 

 

4．協議事項（進行：社会教育課長） 

①H２８当初予算の基本方針について 

（次長） ＜資料に基づき説明＞ 

   ・少人数学級の確保（小学校：１学級編成３０人制、中学校：１学級編成３３人制） 

・複式学級の解消 

・特別支援学級 

・生活困窮者世帯による「学習支援事業」について 

・ＩＣＴ及び公務支援システム導入 

・統合小学校に伴うスクールバス導入計画について 

（新規：中型２台、小型１台、更新：大型１台） 

・新生『八東小学校』の校舎等改修工事 

・図書館防犯対策について 

（町長） 

少人数学級は、年によって違うと思いますが、「資料２」の特別支援学級の分で、小学

校２２名、中学校５名とあります。３複、２複は、ここに含まれているということでしょうか。 

（次長） 

平成２７年度は、特別支援員を１０人の予算枠でした。現在、小学校１２名、中学校２

名で予算要求しておるところです。まだ、どの学校に何人とは決まっておりませんが、実

態をご理解願えたらと思います。 

（町長） 

例えば、○○小学校で、３複と表現されたのが２名とのこと。５名とあるのは？ 

（次長） 

申し訳ないです。知的が３複、４人で１クラスです。３複なので、１名追加となります。自

閉・情緒が３複、５人居ます。７人まで１クラスが基準です。ここも、１名追加となります。

合計、２+２+１名で５名となります。 

（町長） 

県から派遣と言われましたが、基本、先生は県費負担職員でしょうか。 

（次長） 

非常勤講師なのか、正規の教職員なのか分かりませんが、県から派遣されます。それ
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でも尚且つ、支援の必要な子が通常学級にも居ります。 

（町長） 

３複の場合のみ、県より職員が派遣されるようにとれました。 

（教育長） 

通常は１人ですが、３学年またがりましたら、もう一人加配をつけるという考え方です。 

（町長） 

ですから、２２名と５名は、確実に県より配置してもらえるということですね。やはり、聞か

なければ分かりません。次に、「資料３」の地域未来塾応援事業についてですが、夏休

み期間中のみ、今年モデル的に実施したという説明でしたが。 

（次長） 

はい。校長からの意向により、実施しております。事の起こりは、地区学習会です。地区

学習会を地区の生徒と限定せず、学校で一括してやらせて欲しいとの事でした。そうい

った要望から取り組んだところが、このような補助があるという情報が入りました。 

（町長） 

それをこれに充てたとのことですね。来年になったらそういった制度も活用できるというこ

とですね。財源は、３分の２でよいのでは？ 

（次長） 

いえ。これは、国バージョンです。 

（町長） 

人数で、基準があるのですか？ 

（次長） 

はい。この枠が外れると、県より２分の１の補助を受けることが出来ます。 

（町長） 

契約はどうですか？回数、対象人数は地区学と切り離して行うのでしょうか。 

（教育長） 

要するに、地区学習会の教科学習部分を切り離した格好でみますということです。夏休

み期間中１５日程度集めます。それに対し、補助制度に乗りましょうとのことです。 

（町長） 

地区学の生徒だけですか。全員ですか。 

（教育長） 

全員です。 

（町長） 

全員ですね。 

（次長） 

地区学習会では、人権教育・進路保障・教科学習の３本立てで行っております。この

教科学習のところをこちらに振ります。 

（町長） 

勉強の部分をこれで行うとの事ですね。「資料４」のところですが、米子は抜けるので
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は？鳥取県下の市町村が加わってこの金額であったと思います。米子や鳥取が抜けた

ら大きく影響を受けるのではないでしょうか。 

（次長） 

その事を県庁に於いて、県の教育委員会の予算編成の説明があり、質問をしました。

小学校が平成２９年に統合するので、９校ではなく５校になる旨と、他がもし手を下ろし

たら単価アップになるのではと。小中学校課は、この金額でよいとの回答でした。 

（町長） 

あわよくばということでなければよいが。タブレットは、過疎債はききますか？そういった事

を加味して対象にならないか調べていただきたいということです。バスは、何台になりま

すか？内訳が変わるのでしょうか。 

（次長） 

１２台です。郡家西小学校の１９２号が塩カリのため修繕に５００万弱費用がかかるとの

ことですので、安心・安全なスクールバス運行のため急遽、更新の追加をさせて頂きま

した。いずれは、更新していかなければなりません。 

（町長） 

更新の分の財源はありますか？ 

（次長） 

スクールバス補助２５０万円は固いところです。八東の２台は過疎債にあたりますが、１９

２号はあたりません。 

（教育長） 

国庫の補助金の枠は決まっています。国の言う予算内での執行になります。 

（町長） 

均等割りになるということですね。 

 

②不登校・いじめ防止対策について 

（次長） ＜資料に基づき説明＞ 

（町長） 

不登校の要因で、病気であるとか分かるという事もありますが、その他、その辺の原因は

どうなのでしょうか。 

（教育長） 

個々に児童生徒ごとに原因を確認し、別途報告を受けております。 

（町長） 

何か原因があってのことですね。 

（教育長） 

少なくとも、担任が家庭訪問等行い手当てをし、何とか登校を促しておりますが、なかな

かそういった傾向のあるということは、小学生でも不登校、現在半分の生徒が昨年度も

不登校といったことなので、子ども自身にも問題はあるのでしょうが、やはり、家庭にお

いても養育過程、その他の要因があると考えます。ただ、病気で長期休みました者が不
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登校といった事はないようです。みどりヶ丘教室においても相談等を行ってはいますが、

スクールソーシャルワーカーといった事も考えていく必要があると考えます。 

（町長） 

専門的な事は分かりかねますが、学校が大きくなったという事が、弊害になっている事

がありますか？ 

（委員長） 

私は、不登校については、何十年も前からあることで、今以上に大変な事もあったと思

います。友人、勉強嫌い、学校嫌い、いじめ等いろいろな原因があると思います。不登

校の問題解決のためには、学校だけでは絶対に対応できないと思います。思春期には、

心で泣いていても、外に現しませんのでつかみにくいものです。いろんな難しい面があり

ます。やはり、早期発見、早期対応が大切だと思います。昔は、近隣の住民に怒られる

などいろんな目がありました。今は、見えません。地域でしっかりとした体制を考えなけれ

ばならないと思います。 

（教育長） 

年度末には、件数が増えるとは思いますが、去年そうだったので今年もという事ではな

いと思います。 

（町長） 

学年が上がると増える傾向がありますね。 

（委員長） 

安心してはいけません。いつどこで何が起こるか分かりませんので、大人が目を向ける

事が必要だと思います。 

（課長） 

ありがとうございました。 

 

③スクールバス車庫の設置条例について 

（次長） ＜資料に基づき説明＞ 

（町長） 

出すなら、船岡を一番下にした方が良いし、麻生は２ヶ所あります。 

（教育長） 

問題意識を持ったところですということで、進めさせて頂けたらと思います。 

 

5．その他 

 

 ＊質疑なし 

 

6．閉  会 17：30 （社会教育課長） 

 

 


